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1. はじめに 

 文部科学省発行による「学校における情報教育

の実態調査等に関する調査結果」より、各教科・

校種でのコンピュータ・ネットワーク利用におい

て、差が生じている。その中で、「音」を中心とし

て活動を行う音楽科としても低い方であるといわ

れてきた。 

 そこで、音・音楽情報関連を取り扱う音楽科教

員を対象に、コンピュータやネットワークの利用、

マルチメディア教育の実施状況などについて調査

を行い、この結果から、音楽活動をする上でどの

ような体制づくりをしていけば良いかについて、

検討した。 

 

 

２．結果考察 

 今回の意識調査では、2003 年 3 月に調査を実施

した富山県中学校（一部は、2003PCC 発表済み）と、

2003 年 8 月に採取した東京都中学校のそれぞれの

結果の中から、特に(Ⅰ)コンピュータ・ネットワ

ークの利用における不安、（Ⅱ）音楽教育（活動）

に関した項目について、表１にて記した。 

 

2.1 コンピュータやネットワークに対する不安 

 近年、全国各地でコンピュータ操作に関する教

員研修が行われているため、それが契機となって

コンピュータを校務文章の作成などに活用する教

員は非常に多くなっている。その一方で、４．「嫌

いである」という意見の中に、「難しく思えるか

ら」、「不明な記号があると、すぐに分からなくな

る」などの理由が目立った。 

 

2.2 音楽教育（活動）に関して 

実際に教科または「総合的な学習の時間」など

でのコンピュータの積極的な利・活用が求められ

ている現在、どのような実態なのかを調査したと 

ころ、ほとんどの項目で富山県の方が圧倒してい

る。 

しかしながら、「コンピュータを使用したこと

がない」と回答した人には、「必要性が感じられな

い」、「活用に魅力を感じない」、「体を使った実技

が大切」など、従前の合唱などの音楽活動だけで

十分であり、コンピュータを使う必要はないとす

る考えが多く見られた。 

 音・音楽情報関連周辺機器類の活用実態につい

ては、「スピーカーやヘッドフォンを使って、音を

出力させることができない」、「マイクとソフト

ウェアを使って、コンピュータに音声を入力する

ことができない」、「プラグインなどを使って音

の出るホームページの音を聞くことができない」

といった否定的な報告が過半数を占め、音・音楽

を扱う教員であるにもかかわらず、低水準な結果

となった。 

「使用したことがある」という少数報告を探る

と，「Hello Music」や「KAWAI 音楽帳」などのシ

ーケンスソフトウェア、「民族音楽の紹介」「日

本の郷土音楽」など、日本や世界の音楽に関する

インターネット上のコンテンツが具体例として挙

がった。 

  

 

 



【表１ 調査結果】 

（Ⅰ）コンピュータやネットワークに対する不安   

１．コンピュータを操作することをできるだけ避けている。 富山県 東京都 

 （1）非常に避けている  5.1% 7.3%

 （2）どちらかというと避けている  16.9% 20.4%

 （3）どちらかというとそうでもない  28.7% 19.7%

 （4）避けていない 45.8% 52.6%

２．コンピュータの前に座ると緊張を感じる。 富山県 東京都 

 （1）非常に感じる  5.1% 8.8%

 （2）どちらかというと感じる  11.9% 16.0%

 （3）どちらかというと感じない  22.0% 23.4%

 （4）全く感じない 57.6% 51.8%

３．コンピュータを活用する機会を楽しみにしている。 富山県 東京都 

 （1）非常にしている  10.2% 10.2%

 （2）どちらかというとしている  35.6% 43.1%

 （3）どちらかというとしていない  40.7% 29.9%

 （4）全くしていない 11.9% 16.8%

４．コンピュータを使うのは嫌いである。 富山県 東京都 

 （1）嫌いである  10.2% 10.2%

 （2）どちらかというと嫌いである  35.6% 29.9%

 （3）どちらかというと好きである 28.8% 37.3%

 （4）好きである 23.7% 22.6%

５．コンピュータに対して常に適切な操作を行うことができる。 富山県 東京都 

 （1）非常にできる  8.5% 6.6%

 （2）どちらかというとできる  37.3% 38.0%

 （3）どちらかというとできない  42.4% 43.8%

 （4）全くできない 10.1% 11.6%

６．自分がコンピュータを使って作った情報を、誰かに見られていないか不安である。 富山県 東京都 

 （1）非常に不安である  5.1% 6.6%

 （2）どちらかというと不安である  18.6% 25.5%

 （3）どちらかというとそうでもない  28.8% 40.9%

 （4）全くない 47.5% 27.0%

７．自分がコンピュータを使って作った情報を、他人が断りもなく使っていたら不快

である。 富山県 東京都

 （1）非常に不快である 27.1% 45.3%

 （2）どちらかというと不快である 30.5% 36.5%

 （3）どちらかというとそうでもない  22.0% 11.7%

 （4）全くない 16.9% 6.5%

 

 

（Ⅱ）音楽教育（活動）に関して 

  

１．あなたはコンピュータを活用した音楽授業をしたことがありますか。 富山県 東京都 

 （1）ある 39.0% 24.1%

 （2）ない 61.0% 75.9%

2.1 1.で（1）と答えた方    

  １年間に何時数ほどコンピュータを使って音楽の授業をしますか。 富山県 東京都 

 回答者平均時数 3 10.6

  そのうち、何時数ほどネットワークを使いますか。 富山県 東京都 

 回答者平均時数 1 1.9



３．コンピュータのスピーカーやヘッドフォンを使って、音を出力させることができ

ますか。 富山県 東京都

 （1）できる 59.3% 52.6%

 （2）できない 40.7% 47.4%

４．オーディオ機器などを介して、コンピュータから音を出力させることができます

か。 
富山県 東京都 

 （1）できる 44.1% 28.5%

 （2）できない 55.9% 71.5%

５．プラグインなどを使って音の出るホームページの音を聞くことができますか。 富山県 東京都 

 （1）できる 42.4% 34.3%

 （2）できない 57.6% 65.7%

６．マイクとソフトウェアを使って、コンピュータに音声を入力することができます

か。 富山県 東京都

 （1）できる 22.0% 16.8%

 （2）できない 74.6% 83.2%

７．シーケンスソフトを使って、音楽をつくることができますか。 富山県 東京都 

 （1）できる 44.1% 35.0%

 （2）できない 55.9% 65.0%

８．オーサリングソフトを使って、音楽を含んだコンテンツをつくることができます

か。 
富山県 東京都 

 （1）できる 8.5% 2.9%

 （2）できない 89.8% 97.1%

    

９．シーケンスソフト以外の音楽系ソフトを使っていますか 富山県 東京都 

 （1）はい 8.5% 4.4%

 （2）いいえ 89.8% 95.6%

    

10．授業でシーケンスソフトを使っていますか。 富山県 東京都 

 （1）はい 15.3% 8.0%

 （2）いいえ 79.7% 92.0%

    

11．授業でシーケンスソフト以外の音楽系ソフトを使っていますか。 富山県 東京都 

 （1）はい 6.8% 2.2%

 （2）いいえ 91.5% 97.8%

    

12．インターネット上のコンテンツを使って授業をしたことがありますか。 富山県 東京都 

 （1）はい 5.1% 2.2%

 （2）いいえ 93.2% 97.8%

    

13．MIDI の基礎知識がありますか。 富山県 東京都 

 （1）はい 20.3% 13.1%

 （2）いいえ 76.3% 86.9%

 

 

３．今後へのサジェスチョン 

音楽および音楽に関連する科目における今後の

方向性を以下に示唆する。 

3.1 小中学校での「総合的な学習の時間」 

「総合的な学習の時間」において、たとえばキ 

ーワード「環境」を取り上げる場合、視覚的な画

像や映像（「音」が含まれていたとしても付随的な

位置付けに過ぎない）に重点が置かれ、音につい



ては触れられないことがほとんどである。こうし

た文字入力やデジタルカメラ（画像）を使った実

践に、音（音楽を含めた）のファイルを扱った活

動を含めるのは比較的容易にすぐに取り組めるこ

とであり、「環境」を構成している情報要素に「音」

は不可欠であることを考慮するならば積極的に行

うべきことであると思われる。 

またキーワード「国際交流」においてもテレビ

会議システムを使った海外との音楽会など、ノン

バーバルコミュニケーションを扱えるマルチメデ

ィアの特性を活かして、音楽によるコミュニケー

ションを図ることが可能である。 

 

3.2 音楽科の授業 

昨今の音楽授業時間数の削減により、実際に音

楽を表現したり、鑑賞したりする時間の不足が懸

念されている。それを補う方法として、音楽的ス

キルアップのためにビデオ教材を使用する方法、

WBT（Web Based Training）の利用などが考えられ

る。 

また、上記 3.1 以外に、国際交流をも考慮に入

れた中学校での選択授業では、日本の中学生が音

楽ソフトウェアを使って創作した曲を Web ページ

で紹介して、海外の中高生に聞いてもらいコメン

トをメールなどでもらうといった授業方法が考え

られる。 

  

3.3 高等学校での実践 

 高等学校で「音」や「音楽」を題材として取り

扱うことができる教科は、芸術選択での音楽、情

報、または「総合的な学習の時間」などである。  

 機会は比較的多いように見えるが、たとえば教

科「情報」における Web ページを制作する活動を

例に挙げると、文字や画像はあったとしても「音」

ファイルがないという作品が多い。高校生は音（音

楽を含めた）という情報を、日常的に取り扱って

いるという現状を考えれば、自分で効果音の制作

や作曲を試み、素材としてこれらの作品の中で生

かすということはもっと積極的に行われるべきで

あろう。 

 

いずれにしても、回答データからは、コンピュ

ータなどのメディアを使うことに対する拒否感は

薄れてきているものの、実際に授業で活用するこ

とができていないことが伺える。冒頭に触れた「必 

要性が感じられない」という意見は実際使ってみ

て生まれた言葉ではない。いってみれば「食わず

ぎらい」とも考えられる。 

以上のことから、音楽科教員に対しては、具体

的にどのような場面でマルチメディアが活用でき、

どういう効果があるかについての情報を提供して

いくことが急務である。 
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